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を and で検索した．分析対象は 2012 ～ 2017 年に掲載された文献の原著論文に限定した．未成年や認知症の
ある者を対象とした文献は除外し，脊髄損傷患者の障害受容過程について分析した．【結果】検索の結果，5


































































































研究対象者は全部で 19名であった . 年齢は，60歳代
脊髄損傷患者の障害受容過程に関する文献検討
97
5 名，50 歳代 4 名，40 歳代 4 名，30 歳代が 2 名 20
歳代4名であった．性別は男性17名，女性2名であった．















































































































































































































































（1994）は，「せん妄は頸髄損傷患者 37 例中 35.1% に
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